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まちなか自動移動サービスの実証実験 実施概要



１－１.「まちなか自動移動サービス」のコンセプト・全体像

出所：日本総研作成資料

自動運転をはじめとしたICTを活用した
新たなモビリティにより、

地域の人々の外出と出会いを促し、地域の活性化につなげる

「まちなか自動移動サービス※」の実現を目指す

人口減少、高齢化などにより、郊外のニュータウンな
どを中心に、まちの活力が低下

神戸市の抱える課題

利用者の高齢化や減少、運転手不足などにより、
運行本数の減便・撤退

交通分野における課題

※自動運転技術を活用した車両で、買い物や通院など近距離移動をサポートすると
ともに、移動に関連した生活に役立つ情報などを提供するサービス
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１－２.「まちなか自動移動サービス」のコンセプト・全体像

出所：日本総研作成資料

【目指す事業内容】

地域内を巡回するモビリティの導入を通じて、

「まちと人」がつながることで

人々が地域の維持・価値向上のための活動を拡大

「人と人」、「まちと外」がつながり、

住み継がれるまちの実現
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事業スケジュール

１－３．「まちなか自動移動サービス」スケジュール
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2016年

実証実験
（普通自動車・移動ニーズ把握）

実証実験
（自動走行技術活用・事業化に向けた課題抽出）

2017年

2019年
・実証実験継続（自動走行技術活用）
・地域の主体的な運営（ボランティアスタッフの参加）

事業化

横展開

持 続 可 能 な 地 域 の
移 動 手 段 を 確 立

2020年以降

2018年

・実証実験継続（自動走行技術活用）
・事業化に向けた組織の設立



【目的】

まちなか自動移動サービスの 「サービス実証」 と 「技術・機能実証」 の検証

(サービスの受容性や事業性の検証、社会実装に向けた課題の抽出)

１－４． 2018年度「まちなか自動移動サービス」実証実験

神戸市北区筑紫が丘

２０１9年度の実証

出所：日本総研作成資料

＜実施体制＞
※サービス実証

・移動サービスのほか、移動に関連した様々な
サービスの検証

※技術・機能実証

・コスト削減を図りながら、安全かつ円滑な自
動運転技術・機能の検証
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住宅地内サービス：筑紫が丘周辺２㎞四方
住宅地外サービス：筑紫が丘周辺４㎞四方

＜サービス提供エリアのイメージ＞

筑紫が丘周辺

１－５．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験

サービス実証 –概要‐

2019年12月９日～2020年２月７日 運行時間8:30～19:30

●住宅地内外の移動をサポートするサービス※の提供

●ポータルサイトや広告・地域情報等の配信サービスなど、

各種サービスを含めたニーズ・受容性、 収益源のあり方など

事業性・実現可能性の検証
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＜ポータルサイト 画面イメージ＞

出所：日本総研作成資料

＜参考＞※住宅地内外の移動をサポートするサービス

 住宅地内の移動サービス（ラストマイル移動サービス）
筑紫が丘周辺２㎞四方の住宅地内の近距離移動をサポ
ートするサービス

 住宅地外の移動サービス（タクシー共同利用サービス）
筑紫が丘周辺４㎞四方の目的地に同乗者を募って、タク
シーを利用して移動するサービス



①「乗り場」と「行き先」、「出発希
望時刻」等を選択

②システムが適した車両を配車

③車両の現在位置は、画面上で
確認し、近づいたら乗降ポイント
から乗車

④行き先で下車

●専用ポータルサイト「ラストマイル移動サービス」

＜走行ルート＞

○買い物をした場合は、携帯電話でレシートの

写真を撮る。

※訪れた店舗等での購入金額等のデータを蓄

積し、本サービスの利用による送客効果を検証

・軽の電気自動車・軽自動車を改造
した普通車両「ア
トレー」

※他、タクシー車
両も使用。

●車両（自動運転機能のない車両）

１－６．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験

サービス実証 ‐住宅地内の移動サービス‐

▲画面イメージ

8出所：日本総研作成資料
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１－７．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験

サービス実証 ‐タクシー共同利用サービス‐

①「乗り場」「行き先」「出発希望時間」
「相乗り希望人数」を選択し、「作成す
る」をクリックする。

②マッチング希望内容の確認画面が表
示され、「はい」を選択する。

③マッチング募集状態になったことが確
認できる。

○買い物をした場合は、携帯電話でレシートの写真を撮る。

※訪れた店舗等での購入金額等のデータを蓄積し、本

サービスの利用による送客効果を検証

●専用ポータルサイト「タクシー共同利用サービス」

同じ目的地に向かう同乗者を募集し
て、筑紫が丘周辺から４㎞四方の目
的地まで移動が可能出所：日本総研作成資料

▲画面イメージ



●車内広告一部（デジタルサイネージ）

アトレーに設置されたデジタルサイネージ

の画面

●データの管理と共有方法
移動や購買行動に関するデータの安全な管理や
共有方法について検証
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１－８．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験

サービス実証 ‐その他サービス‐

筑紫が丘周辺に乗り入れる一部の路線バ
スや、住宅地内の移動サービス車両の現
在位置を視覚的に提供するサービス。

●既存路線バスの位置情報サービス

出所：日本総研作成資料



１－９．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験

技術・機能実証 –概要‐

2020年３月に実施 （関係者のみの乗車）

車両：ゴルフカート（自動運転機能あり）

※名古屋大学が自動運転システムを開発

●安価で安全かつ円滑に自動走行が可能な自動運転技術・機能を検証
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出所：日本総研作成資料

 機能実証

事前に走行ルートを計測して作成した３次元の地図を

もとに、自動運転車両が安全かつ円滑に公道を自動

走行可能か検証を実施

 技術実証

道路側に設置したセンサーと協調した自動運転車両

が、安全かつ円滑に交差点部への進入が可能か検

証を実施
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１－10 ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験

技術・機能実証 –技術実証 実施内容‐
●電柱や信号柱に設置したセンサーで自動運転車両の自動走行を支援

出所：日本総研作成資料

信号交差点での右折 信号なし交差点での直進・右折

・直進してくる対向車線の車両をセンサーで検

知し、その情報を自動運転車両に伝達。

・自動運転車両の安全で、円滑な右折挙動を

検証。

・直交する優先道路上の車両をセンサーで検

知し、その情報を自動運転車両に伝達。

・自動運転車両の安全で、円滑な交差点通

過挙動を検証。



まちなか自動移動サービスの実証実験 結果
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２－１ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

●2019年12月９日から2020年２月７日の実証：783名

2019年度の実証結果 ‐利用実績（利用者登録状況）‐

※未回答者数を除いているため、会員数と一致していない可能性あり

■60代以上が全体の70%
（次いで、９歳以下と30代の登録者が多い）

【性別比較】

■女性の登録が男性の約２倍
男性：265人 女性：513人

【年代比較】

出所：日本総研作成資料

■男性 ■女性

60代以上：約70%
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2019年度の実証結果
‐住宅地内移動サービス 利用実績（利用数 日別推移） ‐

２－２ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

出所：日本総研作成資料

・実証期間中の利用実績の総合計：1,574回
・１日あたりの平均利用数：約26回
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2019年度の実証結果
–住宅地内移動サービス 年代別利用実績（利用者数/登録者数）‐

２－３ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

●30代、40代の登録は比較的少ないが、利用実績のある登録者の割合は多い。

●60代以上の登録は多く、利用実績のある登録者の割合も多い。

出所：日本総研作成資料 （※利用登録前の初回の電話予約の１回は、利用回数１回に含まれていない。）
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2019年度の実証結果
–住宅地内移動サービス 予約方法（アプリ・電話）‐

２－４ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

出所：日本総研作成資料

●電話予約件数とアプリ予約件数は同程度
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2019年度の実証結果
–住宅地内移動サービス 予約方法別 利用回数（％）‐

２－５ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

出所：日本総研作成資料

●電話予約の利用者の約半数が、1～２回の利用にとどまる。

●アプリでは２回以上の利用が全体の7割を占めており、リピート利用が多い傾向。

（※予約方法別に、１回以上の利用実績がある利用者を対象に利用回数比率を試算。）

電話予約

アプリ予約
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2019年度の実証結果 –タクシー共同利用サービス‐

２－６ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

●利用がなされなかったため、その理由となる仮説を設定の上、モニター利用を

通じて、具体的な課題を抽出することができた。

現行のタクシー共同利用サービスについ
ては、

「十分なニーズを作り出せていない」

「使い勝手が悪い」

ということが明らかとなった。

＜仮説＞ ＜検証で得られた課題＞

料金の割り勘方法やルールが分か
らないのではないか

③

アプリの使い方や仕組が分からな
いのではないか

②

移動したい場所に目的地が設定さ
れていないのではないか

①

これらの課題を解決することが、サービスの本格提供には必要

出所：日本総研作成資料 一部改変



2019年度の実証結果 –グループヒアリングで得られた示唆‐

２－７ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果
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課題

＜予約方法＞

携帯電話非保有者や子供などは、出先で予約ができない。

示唆
出先の予約窓口として、自治会館やイオンなどの商業施設、習い事の教室などと
連携が必要かもしれない。

課題

＜車両・サイネージ＞
チャイルドシートや手すりなどがあり、子どもから高齢者まで乗りやすいという評価が
あった一方で、車内広告の配信内容については覚えていないという声があった。

示唆
車両については子どもや高齢者にとって安心感を与えられたが、車内広告につい
ては、乗った人だけが受けられる特典などの工夫が必要かもしれない。

課題

＜告知＞
サービスを利用しなかった理由は、そもそも知らなかった。知ったのが遅かったとい
う声が多く聞かれた。

示唆
動機付けに繋がるような魅力的な告知ではなかったことから、情報の発信内容や
方法、量について工夫が必要かもしれない。

●様々な年代・性別ごとのサービス利用者等から、利用を阻害している要因や利用

を促進する上での改善アイデアなどをヒアリングし、ニーズを探索した。

出所：日本総研作成資料一部改変
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2019年度の実証結果 ‐地域住民の関わり‐

出所：日本総研作成資料

２－８ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

運営スタッフの募集
・ボランティアドライバー
・予約受付スタッフ

＜スタッフ募集チラシ＞ ＜実証実験 周知チラシ＞

筑紫が丘自治会がチラシを作成し、地域住民へ実証
実験の周知を図った。

●地域住民が、ボランティアドライバーや予約受付スタッフとして運営に参加。

●積極的に実証実験の周知や説明会、アプリの操作方法の勉強会などを開催。



2019年度の実証結果 ‐技術・機能実証‐

２－９ ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

●時間帯(午前・午後) や天候条件(雨・晴)に関わらず、自動運転車両が概ね対応できるも
のの、降水量が多い場合には、自動運転車両のセンサーに雨滴が付着し、自動停止する
シーンがあった。

●前方に駐車車両が存在したために自動停止し、前に進まなくなったため手動に切り替えて
通過したシーンなどがあった。

●道路側センサーで他の車両を検出し、自動運転車両に伝達することで、自動運転車両が、
概ね安全かつ円滑に交差点を通過できることを複数回確認した。一方で、降雪により道路
側センサーを使用できなくなるシーンがあった。

●交差点において、対向車が自動運転車両の右折に備えて、停止線を越えた状態で交差点

内に停まっている場合に、自動運転車両が、その対向車を検知して立ち往生するシーンが
あった。

【運用面による補完（案）】緊急時には、遠隔監視要員が駆けつけて対応する運用を検討。

【システムの精度向上（案）】前方に障害物が存在する場合に自動で追い越すシステムを搭
載して解決を図る。（＊名古屋大学では、セーフティドライバーが周辺安全を確認してボタンを押すと、自動走行
で追い越しを開始するシステムを開発済）

【システムの精度向上（案）】他の車両の加速度情報などのより正確な捕捉を検討。

【運用面による補完（案）】降雪の場合は、運行しない運用にすることを検討。

＜機能実証＞
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＜技術実証＞

出所：日本総研作成資料 一部改変



2020年度以降の事業化に向けて、

地域の特性や地域住民のニーズに応じたサービスのあり方や運行形態を検討しつつ、

将来的な無人化を想定した、安価で安全かつ円滑な自動運転技術の開発に向けて、更なる

検討と深堀を進めていく。

今後、この取り組みは、市内の移動課題を抱える他の地域での展開も計画されている。
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２－10 ．2019年度「まちなか自動移動サービス」実証実験 結果

・本実証実験を通じて行った利用者からのヒ

アリング結果や得られた課題等については、

今後、民間事業者を中心として対応策の検

討が進められ、本サービスがより利用される

サービスになるよう、実証を重ねながら事業

化に向けて取り組みが進められる。

＜サービス実証＞

・将来的な無人化を想定した自動運転車両

の安全かつ円滑な自動運転技術・機能の開

発に向けて、自動運転に関する機器やシス

テム自体の精度向上や運用面による補完の

必要性があることなどが明らかとなり、今後改

善に向けた検討が進められる。

＜技術・機能実証＞

今後の検討の方向性


